
評価項目とその選定理由 別表．１

評価項目 選定理由 選定根拠

Ⅰ
特異な生態系の生産性が維持さ
れていること。

世界自然遺産として登録された
基準である。

クライテリア（ⅸ）生態系
北半球で最も低緯度に位置する季節海氷域であり、季節
海氷の形成による影響を大きく受け、特異な生態系の生
産性が見られるとともに、海洋生態系と陸上生態系の相
互関係の顕著な見本である。

Ⅱ
海洋生態系と陸上生態系の相互
関係が維持されていること。

世界自然遺産として登録された
基準である。

クライテリア（ⅸ）生態系
北半球で最も低緯度に位置する季節海氷域であり、季節
海氷の形成による影響を大きく受け、特異な生態系の生
産性が見られるとともに、海洋生態系と陸上生態系の相
互関係の顕著な見本である。

Ⅲ
遺産登録時の生物多様性が維持
されていること。

世界自然遺産として登録された
基準である。

クライテリア（ⅹ）生物多様性
海洋性及び陸上性の多くの種にとって特に重要であり、
これらの中にはシマフクロウ、シレトコスミレなど多く
の希少種を含んでいる。遺産地域は多くのサケ科魚類に
とって世界的に重要であるとともに、トドや多くの鯨類
を含む海棲哺乳類にとっても世界的に重要である。遺産
地域は、世界的に希少な海鳥類の生息地として重要であ
るとともに、渡り鳥類にとって世界的に重要な地域であ
る。

勧告４
漁業資源の持続的な生産を含む、海洋の生物多様性の持
続的な生産力を確保するための、海洋の生息地の範囲内
での禁漁区を含めた地域に即した保全地域の特定や指
定、取組を検討すること。

勧告６
遺産地域内の持続的な保全のための適切な管理措置の実
施と、遺産地域の海域の外側における外部の団体との協
力的な措置によって、２つの指標種（スケトウダラとト
ド）の個体数の減少傾向という問題に取り組むこと。

勧告７
遺産地域内におけるサケの自由な移動を推進する対策を
継続・加速させるとともに、サケの遡上個体数を増加さ
せること。

勧告９
河川工作物の改良が、遺産地域内外のサケの個体群の移
動に及ぼす影響に特に注意を払いながら、遺産地域内の
モニタリング活動を継続・加速させること。

Ⅵ

エゾシカの高密度状態によって
発生する遺産地域の生態系への
過度な影響が発生していないこ
と。

ユネスコ／IUCNの調査報告書に
おいて勧告されている。

勧告10
遺産地域内の自然植生に対するエゾシカによる食害が、
許容可能なものか許容できないものかの限界点を明らか
にすることが出来るような明確な指標を開発すべきであ
る。

Ⅶ
レクリエーション利用等の人為
的活動と自然環境保全が両立さ
れていること。

知床世界自然遺産地域管理計画
に記載されている。

p.9
４．管理の基本方針　カ．レクリエーション利用と自然
環境の保全の両立
原生的な自然環境の保全と、地域の主要な産業である観
光を始めとするレクリエーション利用との両立を図る。

Ⅷ
気候変動の影響もしくは影響の
予兆を早期に把握できること。

知床世界自然遺産地域管理計画
に記載されている。

p.9
４．管理の基本方針　キ．広域的な視点による管理
気候変動等の遺産地域の生態系に重大な影響をおよぼす
地球規模の課題を視野に入れつつ、管理を行う。

Ⅳ

遺産地域内海域における海洋生
態系の保全と持続的な水産資源
利用による安定的な漁業が両立
されていること。

ユネスコ／IUCNの調査報告書に
おいて勧告されている。

Ⅴ

河川工作物による影響が軽減さ
れるなど、サケ科魚類の再生産
が可能な河川生態系が維持され
ていること。

ユネスコ／IUCNの調査報告書に
おいて勧告されている。


